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宣教顧問
ヴァツラフ・クレメンテ神父

親愛なるサレジオの宣教師、サレ
ジオ・ミッションの友人の皆さん!

　「召命が与えられるということは、主が本会
を愛し」（会憲第22条）ておられるということ
なので、第143回宣教師派遣にあたって扶助
者聖マリア大聖堂に45人の新たな宣教師が
集ったということは、福音の新しい担い手を
待つ多くのキリスト者でない若者たちへの、
神の愛を表しています。毎年400人から500
人のサレジオ会修練者の多くがそうであるよ
うに、宣教師の多くもアジア、アフリカの２大
陸の出身者です。
　9月30日にはヴァルドッコで、一人ひとり総
長から宣教の十字架を受け取ります。それぞ
れは派遣されるまで、総長にあてて志望の手
紙を書いて以来、同じ歩みをたどってきまし
た。宣教師として生きたいという最初の動機
は、たいてい志願期、あるいは修練期に見い
だされます。宣教師と出会ったり、宣教のビデ

オを見たり、あるいは夏の短期の宣教体験をし
たことがきっかけで、国境を越える旅が始
まるのです。パスクアール・チャーベス
神父にあてて「会の必要にしたがい、
世界のどこにでも派遣される」ことを
申し出る願書にしたためられた動機を
見ると、時には、宣教生活の動機を深め、
ドン・ボスコのスタイルで「miss io ad 
gentesすべての人に福音を告げる」ことの意味
をよりよく理解する必要のあることがわかります。
　25日間のコース（ローマ、コッレ・ドン・ボスコ）のあいだ、新宣教師たちは動機
を深められるように助けてもらいます。宣教の十字架の授与はすべてを語ります。
「……あがない主キリストの愛のしるしを受けなさい。十字架があなたにとって、
支えとなり、真の、忠実な愛の模範でありますように。派遣先の若者たちのため
に、イエスのやさしさを表す笑顔となり、共にいる存在となってください。使命を果
たすなかで、聖なるものとなるように努めてください、そのとき、人生を満たす喜び
を見いだすでしょう。」
　多くのサレジオ会員がこの宣教への招きに応
えるため、心を開くよう、どうぞ皆さん、お祈りくだ
さい！

サレジオ会宣教部門によるサレジオ会共同体・サレジオ・ミッションの友人のための通信

「あなたが派遣される若者たちのために、イエスのやさしさを表す
笑顔となり、共にいる存在となってください。」

新宣教師オリエンテーション・コースは何のため？

サ

　2012年9月5日から30日にかけて行われる新宣教師オリエンテーション・コースは、出発する前に、新宣教師たちの直前
の準備を助けるために行われています。新たな文化の中に入り、新たに出会う人 と々共に生き、相手を尊重し信頼する、開か
れた心の姿勢を培うため、ふさわしい道具を提供します。宣教師としての彼らの存在が、効果的なもの、謙遜で相手への配慮
のあるものとなるためです。
　コースは、ローマ・ピサーナのサレジオ会本部とサレジオ会の聖地で行われます。内容は3つの中核で構成されます。人間
学-文化、宣教論、サレジオ霊性です。コースは情報を得るため（新たな知識や概念の取得）というよりも、第一に養成体験
（宣教師としての正しい姿勢や価値観を育む）としてとらえられます。宣教師になることの深い理由を新宣教師が確認、探究、
時には発見するよう助けることを目指します。したがって、個人的な振り返りと祈り、体験の分かち合い、あかしに耳を傾ける
ことが重視されます。
　9月30日、ヴァルドッコの扶助者聖マリア大聖堂での総長による宣教の十字架の授与は、コースのハイライトになります。
　祈りをもって45人の新宣教師に寄り添いましょう！

コース・コーディネーター　アルフレド・マラヴィラ神父



「伝統的な、長らく受け入れられてきた概念、世界を『キリスト教国』と『宣教地』に区分けする考え方は、概念としてわかりやすいものでは
ありますが、今や限界があると考えられています。単純すぎてもはや現状に合わず、今日、キリスト者共同体を築くための拠りどころとはな
りません。」

（新福音宣教についてのシノドス　リネアメンタ9）

第143回　サレジオ会宣教師派遣　派遣者リスト

サレジオ会の宣教の意向
サレジオの宣教召命のために：第143回宣教派遣

2012年に総長によって派遣されるサレジオ会の新宣教師たちのあかしによって、
特に若い管区で、刷新された宣教の熱意が触発され、育まれますように。

名前 管区 派遣先 名前 管区 派遣先

サムエル・アマグロ AFO モロッコ（FRB）

ヨセフ・カオ・ズイ・ヴ VIE アルゼンチン（ARS）

ロベルト・カッペッレッティ INE ブラジル（BPA）

ピョートル・ツェルヴェン SLK アゼルバイジャン

ヨセフ・ダオ・ドゥック・クォク VIE 英国

マリア・ジェラルド・デイビッド INK シベリア（SLK）

ラエルシオ＝ホセ・デ・リマ BRE 日本

アウレリオ・ディ・クアットロ ISI ペルー

レオ・ダンラジ INM オーストリア

タラス・ガライウラ UKR ブラジル（BPA）

ヨセフ・ハ・ドゥク・ルイェン VIE パキスタン（FIS）

ドンボル・ジルワ INS ブルガリア（CEP）

アウグスティン・カルムティ ING ケニヤ（AFE）

ソロモン・コランダイスワミー INM AGL

エンリ=クレメンテ・ライグマン BPA SUO

ヨセフ・レ・クォク・ホン VIE スーダン委任統治区

マヌエル・モランチョ・ペリス SBA キューバ（ANT）

カシミル・ラジ・モッチャム INT アイルランド

ジョセフ・ジェームス・ナコーリ ZMB スーダン委任統治区

ルカス・ベネディクト・ナウラト PLS アイルランド

洗礼者聖ヨハネ・グェン・ドゥク・ミン・タム VIE 中国関係

洗礼者聖ヨハネ・グェン・ズイ・タン VIE ブラジル（BMA）

ぺトロ・グェン・チョン・ギア VIE ナイジェリア（AFW）

ヨセフ・グェン・クァン・ヴィン VIE ボリビア

ヨセフ・グェン・ヴァン・ザ・カト VIE AGL

バルトロメオ・グェン・クァン・ラム・スン VIE ブラジル（BMA）

ヨセフ・グェン・スァン・フォック VIE ウルグアイ

ジョセフ・クンレ・オグンダナ AFW バングラデシュ（INC）

マリアン・オンドゥライス SLK スロバキア-ロマの人々

ホセ・ルイス・オロスコ・ゴンザレス COM キューバ（ANT）

ピョートル・パガチ SLK 英国

ジョウ・アウグスティヌス・ポマ ITM パラグアイ

ダニエル・ラファノメザンツォア MDG カンボジア（THA）

フランソワ・ドゥ・ポール・ラコトマララ MDG ザンビア

ペトロ・ファム・ミン・タム VIE スーダン委任統治区

ヨセフ・ファム・ゴク・トアン VIE ボリビア

ソニー・ポッテンプラカル IND ナイジェリア委任統治区

アンヘル・サンチェス FIN 

ダヴィド・トゥリメッリ AFE スーダン委任統治区

ドメニコ・トラン・ドゥク・タン VIE ウルグアイ

ペトロ・トラン・ホン・トリェウ・ヴォン VIE エクアドル

ヨセフ・トラン・ティエン・フック VIE 中国関係

トマス・トラン・クォク・フアン VIE ナイジェリア委任統治区

ペトロ・エイ・ライアン・ヴェルゴウ ITM 

ステファノ・ユ・ジフン 韓国 

　ドン・ボスコの時代から今日に至るまで、約11,000人のサレジオ会員がトリノ、ヴァルドッコの扶助者聖マリ
ア大聖堂から派遣されています。そのサレジオ会員の多くが、ほかのサレジオ会宣教師との出会いによって宣
教師の召命を見いだしています。若者や会員たちと分かち合う宣教師の生きた体験は、宣教促進への最も重
要な貢献です。広報のあらゆる手段を活用し、宣教師たちの体験に皆の関心が向けられるよう、すべての管区
が取り組むように、祈りましょう。（ボレッティーノ・サレジアーノ、管区ニュース、宣教師を支部に迎えること、カ
リエロ11への寄稿、カリエロ11の各支部への配布など。）

Cagliero 11（カリエロ11）の全バックナンバー：http://salesians.jp/library/cariero

パプアニューギニア-
ソロモン諸島委任統治区

パプアニューギニア-
ソロモン諸島委任統治区
パプアニューギニア-
ソロモン諸島委任統治区


